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2020 年度  

ジェンダー研究所事業報告書 

▶ジェンダー研究所 2020 年度事業概要──────────────── 

先端的ジェンダー研究を⽬指して 
 

2020 年度は、研究所のରがรわるとともにາુ༙のパンデミックによって研究所の活動において⼤
きなοϡϪンジの年となった。研究所のΪバナンスに対する課題がパンデミックの中での研究活動に影
響を༫え、研究所の研究活動は࠹ఁݸのものにཻまった。その中でʲジェンダー研究 2r3 ߨקがໃ事ߺ
されたこと、IGS セミナーや国際シンポジウムがオンラインで開催されたことは成果である。৶より
研究をै実させていくための年となったとߡえる。学会等がオンラインにనԢしていく中で研究プロジ
ェクトからなるชや学会ๅࠄは、ۅ的にߨわれた。 
 
構成メンバー 

は教授にত任した。ଠの任教ҽ、研究ࢱ୫ཇ⼦ช教育学෨教授が所⻑に就任。任教ҽの申ⅰᒉރ
ҽ、ಝ任ࢥߪ、ಝ任リγーοフェロー、Πカデミック・Πシスνントについては前年度のରがң࣍さ
れた。ٮҽ研究ҽは 2 名で、前所⻑の⽯井クンツ昌⼦名誉教授は本学ଈ代නを務めるόルウェーՌ学ٗ
ढ़⼤学ʤNTNUʥとの国際ڠ同プロジェクトに継続ࢂՅ、ଏཱིᚺ理⼦名誉教授も前年度同༹研究プロジ
ェクトにࢂՅした。NTNU との国際ڠ同プロジェクトϟンバーである佐७⼦ܜጱٝग़⼤学ಝ任ࢥߪと、
γバτィカル期間中 IGS に研究拠点を置いたࠞࢃ९Մ実ભ⼥⼦⼤学०教授の 2 名が、研究ڢ⼒ҽとして
研究所事業にࢂ༫した。 

［参照：本報告書 154～155 頁 資料շ「国立大学法人お茶の水女子大学ジェンダー研究所規則」 
122～133 頁 資料①「構成メンバー」］ 

 
研究プロジェクト 

研究所のとなる研究プロジェクトは、昨年にӀき続いてʤᶙʥ࣑・思とジェンダー、ʤᶚʥ⽣
৫・ਐରとジェンダー、ʤᶛʥࡃܨ・移動とジェンダー、の各においてಢࣙに進めるとともに、૮
の༙機的な࿊携において研究成果をୣ成している。2020ޕ 年度は、IGS 研究プロジェクトとして所研
究者それͩれが進めているڠ同研究・ݺਕ研究が 7 ݇、研究代න者または担者として外෨ۜࣁを֭ಚ
しての研究プロジェクトが 9 ݇おこなわれている。さらに前年にӀき続き、όルウェーリγーοカウン
シル INTPART の下でのόルウェーՌ学ٗढ़⼤学ʤNTNUʥジェンダー研究センνーとのڠ同プロジェク
トʰジェンダーฑ等／ダイバーシτィʁόルウェー・ೖ本ڠ同研究ʱも進められた。૱ܯ 17 ݇のプロ
ジェクトが進ߨしている。2020 年度は新型コロナウイルス感染症の֨⼤により、さま͡まな取りૌみを
オンラインで実施することになったが、それͩれのプロジェクトがۅ的に研究会やセミナー、国際シ
ンポジウムを開催した。また、学会නや౦ߚช、ॽߨקによる成果৶もおこなわれた。 

［参照：本報告書 13～40 頁 「研究プロジェクト」］ 

  

事業ᴫせ 

▶ジェンダー研究所概要─────────────────────── 

ήϫーώϩ͵ジェンダー研究ڎ఼ͳしてಊを৵ఴ 
お茶の⽔⼥⼦⼤学ジェンダー研究所は、ೖ本にお͜るジェンダー研究の国際的研究拠点として、国

際的な学ढ़ϋットワークの構を主要的とし、⾼⽔६の国際的研究プロジェクトの実施、国際シン
ポジウム等の開催、国際的教育プログラムの実施、学ढ़ࢿࡸのߨק、研究教育成果のグローバルな
৶とऀ会ؒݫをਬ進している。 

ジェンダー研究所のཱིは ����ʤদ ��ʥ年の⼥性ชԿࣁྋؙઅཱིにḬる。以߳、⼥性ชԿ研究セン
νーʤ����ʤদ ��ʥ年ʥ、ジェンダー研究センνーʤ����ʤฑ成 �ʥ年ʥと改ૌを重、ೖ本のジェン
ダー研究のఴに߫ݛしてきた。そして、お茶の⽔⼥⼦⼤学がཱི ��� ब年をܶえた ����ʤฑ成 ��ʥ
年、h ジェンダー研究所ʱと名সを改め、h グローバルリーダーシップ研究所ʱとڠに、h グローバル⼥性
リーダー育成研究機構ʱ構成研究所となった。ジェンダー研究所は、これまでにകってきたジェンダー
研究・教育および国際的学ढ़ϋットワーク構の実をݱࣁに、グローバル⼥性リーダー育成研究機構
にお͜る中֫的な研究機関として、学際的かつۨ的な研究をよりਬ進し、グローバルな研究成果৶
と学ढ़ϋットワーク構に務める。 

［参照：本報告書 ���～��� 頁 資料շ「国立大学法人お茶の水女子大学ジェンダー研究所規則」］ 
 

ジェンダー研究所ʤ,QVWLWXWH IRU *HQGHU 6WXGLHVʤ,*6ʥʥԌַͳຌָジェンダー研究گүಊ͘ 

1875 東京⼥⼦師範学校（お茶の⽔⼥⼦⼤学の前⾝）開校 

1949 お茶の⽔⼥⼦⼤学設⽴ 

���� ঃชԿࣁྋؙઅཱི 

���� ঃชԿ研究ιンνーઅཱི 

1993 ⼤学院⼈間⽂化研究科博⼠後期課程⼈間発達学専攻「⼥性学講座」を創設 

���� ジェンダー研究ιンνーʤ,*6ʥઅཱིʤ಼ࠅָॵʰジェンダー研究ʱを⽬的ͳͤΖ研究ࢬઅʥ 

1997 ⼤学院⼈間⽂化研究科博⼠前期課程発達社会科学専攻「開発・ジェンダー論コース」設置 

1998 ⼤学院⼈間⽂化研究科博⼠後期課程「⼥性学講座」を⼈間発達科学専攻「ジェンダー論講座」に改組 

200� 2� ن &2( ϕϫήϧϞʰジェンダー研究ϓϫンτΡΠʤ)�*(16ʥɦ  ࡀ

2004 国⽴⼤学法⼈ お茶の⽔⼥⼦⼤学設⽴ 

2005 ⼤学院⼈間⽂化研究科博⼠後期課程「ジェンダー学際研究専攻」設置 

2006 ⼤学院⼈間⽂化研究科博⼠前期課程「ジェンダー社会科学専攻」設置 

2007 ⼤学院⼈間⽂化研究科を⼈間⽂化創成科学研究科に改組 

20�� ήϫーώϩঃϨーダーү研究ߑؽ ジェンダー研究所અཱི 
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2020 年度  

ジェンダー研究所事業報告書 

ᩍ⫱プロジェクト 

2020 年 4 ⽉ 7 ೖにٺە事態ઑ⾔がせられ、⼤学Ϋϡンパスが閉鎖されたことから、す΄ての授業を
オンラインで実施することとなった。その後 6 ⽉ 1 ೖから⼤学の閉鎖は解ঈされ、後期授業はخ本オン
ライン⼀෨対の授業となった。このາૂ༙の事態においても଼ることなく、ジェンダー研究所所教
ҽによる学෨・⼤学Ӆでのٝߪは実施された。ٝߪՌは学෨向͜にʰ⽐較ジェンダーʱh グローバ
ルԿと࿓ಉʱh グローバルชԿ学実सʱh グローバルชԿ学૱ʱh グローバルࡃܨとジェンダーʱh 国際
開 、ɦ⼤学Ӆ向͜にʰ⽐較࣑ʱh ジェンダー学際研究ๅࠄʱh ジェンダーࡃܨ࣑学・ԍसʱh フ
ェミωθム理の૬点・ԍसʱh 国際ऀ会ジェンダーԍसʱh ಝพ研究ʱh ジェンダーેخʱh ジェン
ダーऀ会ࡃܨ学ԍसʱh 国際ऀ会ジェンダーʱである。 

また所教ҽ指導のもと、5 ਕのӅ⽣がദ࢞前期課ఖジェンダーऀ会Ռ学ߊʰ開・ジェンダー
コースʱを修྅した。 

［参照：本報告書 101～106 頁 「ᩍ⫱プロジェクト」］ 
 
ሗⓎಙ䞉♫㑏ඖ 

国際的学ढ़ࢿ̡ࡸ ジェンダー研究 2r3 はߺ 2019 年 12 ⽉に開催した IGS 国際シンポジウムh トランス
ジェンダーがうてきたこと�ਐର・ਕझ・Πイデンτィτィʱでの٠をಁまえ、同題でಝ集を
ૌΞだ。今ߺでは、シンポジウム登壇者による招待ชにՅえ、初のࢾみとしてޮูにてಝ集ࡎܟช
をูった。そのほかにݬͽろ⼦⽣の௧ಝ集をಝพߚرช、また世界各地からの౦ߚの中から
。ช、そしてジェンダー研究の動向を⽰すॽชを༶しているߚ可となった౦ࡎܟてܨਜ਼な৻査をݭ
本ߺは 2020 年 7 ⽉にߨקされた。 

ชݛफ集・ࣁྋ理では、رଅਦॽ・ࣁྋのण⼊のほか、所研究者らのஸॽや、主催シンポジ
ウムやセミナーの関࿊ॽの߬⼊を進めた。また、ジェンダー研究所ཱི以来の事業ىのు⼦Կプロ
ジェクトもӀき続き実施されている。成後には、本学にお͜る⼥性学・ジェンダー研究のྼ࢛を⼀
できるようになる。昨年より開અした̡ ジェンダー研究 ಝrઅγイトでは、各ชへのࣟพ൬ ʤDOIʥߺ
を༫したことによってこれまでのࡎܟชへのΠクセスがさらに容易になったほか、౦ߚフΧームや
ࣧජ要ߴのࡎܟなど、̡ ジェンダー研究ʳへの౦ߚをݗ౾するԢู者に必要なๅが本γイトに集༁さ
れている。 

ऀ会߫ݛのでは、⼀ൢޮ開のセミナー・シンポジウム等開催による事業成果ऀ会ؒݫのほか、所
研究者は、ளೖ外国ޮؙやߨ機関、また⾮Ө利ରからのߪԍғབ等をۅ的にӀきण͜、またその
成果が新ซほかϟディΠに多数ࡎܟされるなどして、各々の研究成果のऀ会ؒݫにめている。 

［参照：本報告書107～112 頁 「学⾡成ᯝのⓎಙ」䚸113～116 頁 「ᩥ⊩㞟බ㛤䞉ྐ料㟁子䞉web Ⓨಙ」䚸117～119 頁 「♫㈉⊩」］ 

 

事業ᴫせ 

ᅜ㝿䝅ン䝫ジ䜴䝮➼䛾㛤ദ 

2020 年度は新型コロナ感染֨⼤のため、イϗントはオンラインでの開催を༪ٓなくされたが、主催国
際シンポジウム 2 ݇、主催 IGS セミナー10 ݇、主催 IGS 研究会 1 ݇を開催した。シンポジウムは、
ʰINTPART プロジェクト ʤɦόルウェーՌ学ٗढ़⼤学ジェンダー研究センνーと IGS による国際ڠ同研
究プロジェクトʥとʰAIT ワークショップ ʤɦジェンダー研究所とνイのΠジΠՌ⼤学Ӆ⼤学ʤAITʥ
との࿊携により実施している国際教育プログラムʥという、ジェンダー研究所がകってきた国際研究交
流の実をݱࣁとして開催したイϗントである。また IGS セミナーは、ಝ任ࢥߪ・ಝ任リγーοフェロ
ーらが、各ࣙのҮの研究成果と国際的なϋットワークを⽣かしてةժしたものである。 

όルウェーのジェンダーฑ等の༙りようの൹的ৄݗ、フィールドワークを主ରとする国際教育交流
のқٝ、⽣৫ึঁٗढ़ʤARTʥのྡজデーνのίΠのインフラストラクοϡーとしての活༽、ธ国移
؇理Ϫジーム下で࠸ฦされる移とそのՊଔのऀ会ۯ間、ڛ精⼦・ڛཝ⼦によるՊଔͰくりとドナ
ーリンΫング、ϲΟージωΠ・ウルフのフェミωθム、Պ事࿓ಉ者のディーセントな࿓ಉ֭ڧಚのた
めのインドϋシΠにお͜るՊ事࿓ಉ者のૌ৭Կ、ೖ本の⼤学で外国ਕの⼥性教ҽがݩܨするインνーセ
クショナルな題など、τーϜの⼀ལからは、ジェンダー研究の学際性が⾒て取れる。 

オンライン開催であったことから、国内外から例年をえる多数のࢂՅ者をܶえることができ、国内
外の研究ϋットワークの構とジェンダー研究のఴに߫ݛすることができた。 

［参照：本報告書 41～74 頁 「国㝿䝅ン䝫ジ䜴䝮䞉䝉䝭䝘ー」］ 

 
≉ูᣍ⪸ᩍᤵプロジェクト 

海外からஸ名な研究者を招聘することが主眼であるಝพ招聘教授プロジェクトは、新型コロナウイル
ス感染症の世界的な流ߨの影響によりం଼を༪ٓなくされた。年度中で教育的の海外招聘へのビδ
ڇはʰಝ段の事ʱ対েとなり⼊国ݸによる্ปはش؉されたが、パンデミック状況の継続は
招聘交মの難しさの要Ҿとなっている。 

［参照：本報告書 156 頁 資料ո「国立大学法人お茶の水女子大学≉ูᣍ⪸ᩍᤵ䛻㛵䛩䜛規則」 

お䜘䜃 75～77 頁 「≉ูᣍ⪸ᩍᤵプロジェクト」］ 

 

ᅜ㝿研究䝛䝑ト䝽ーク 

2020 年、IGS の研究者は、όルウェー、オーストリΠ、フランス、イάリス、ୈ、ؘ国、ߕߵ、イ
ンドϋシΠ、νイ、オーストラリΠ、Πϟリカ、カナダにあるܯ 26 もの教育研究機関の 30 名の研究者
らと研究交流およびڠ同研究をߨった。 

そして 2020 年度は、新型コロナ感染֨⼤のため、実࣯的に海外へのోߦが難しい中、オンラインを
同研究プロジェクトが実施された。まͥόルウェーリγーοカウンシルのڠ活༽し、以下の国際ݸ⼤࠹
国際ڠ同研究ঁ成ۜʤINTPARTʥのࡀにより 2019 年から開始された IGS とόルウェーՌ学ٗढ़⼤学
ʤNTNUʥジェンダー研究センνーとのڠ同研究プロジェクトでは、オンラインでの国際同シンポジ
ウムを開催し、また IGS および NTNU の研究者が Routlege からड़൝༩定のॽのڠ同ࣧජをするΠン
λロジープロジェクトも進ߨしている。IGS がνイのΠジΠՌ⼤学Ӆ⼤学ʤAITʥとすでに 19 年も継
続的に実施している国際教育交流プログラムʰAIT ワークショップʱは、2020 年度は新型コロナ感染֨
⼤の影響で実施できなかったが、ΠジΠの࣏世代ジェンダー研究者の成やϋットワーク構をめ͡し、
AIT と IGS の同オンラインシンポジウムを開催した。 

［参照：本報告書 79～100 頁 「国㝿研究䝛䝑ト䝽ーク」］ 
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2020 年度  

ジェンダー研究所事業報告書 

ᩍ⫱プロジェクト 

2020 年 4 ⽉ 7 ೖにٺە事態ઑ⾔がせられ、⼤学Ϋϡンパスが閉鎖されたことから、す΄ての授業を
オンラインで実施することとなった。その後 6 ⽉ 1 ೖから⼤学の閉鎖は解ঈされ、後期授業はخ本オン
ライン⼀෨対の授業となった。このາૂ༙の事態においても଼ることなく、ジェンダー研究所所教
ҽによる学෨・⼤学Ӆでのٝߪは実施された。ٝߪՌは学෨向͜にʰ⽐較ジェンダーʱh グローバ
ルԿと࿓ಉʱh グローバルชԿ学実सʱh グローバルชԿ学૱ʱh グローバルࡃܨとジェンダーʱh 国際
開 、ɦ⼤学Ӆ向͜にʰ⽐較࣑ʱh ジェンダー学際研究ๅࠄʱh ジェンダーࡃܨ࣑学・ԍसʱh フ
ェミωθム理の૬点・ԍसʱh 国際ऀ会ジェンダーԍसʱh ಝพ研究ʱh ジェンダーેخʱh ジェン
ダーऀ会ࡃܨ学ԍसʱh 国際ऀ会ジェンダーʱである。 

また所教ҽ指導のもと、5 ਕのӅ⽣がദ࢞前期課ఖジェンダーऀ会Ռ学ߊʰ開・ジェンダー
コースʱを修྅した。 

［参照：本報告書 101～106 頁 「ᩍ⫱プロジェクト」］ 
 
ሗⓎಙ䞉♫㑏ඖ 

国際的学ढ़ࢿ̡ࡸ ジェンダー研究 2r3 はߺ 2019 年 12 ⽉に開催した IGS 国際シンポジウムh トランス
ジェンダーがうてきたこと�ਐର・ਕझ・Πイデンτィτィʱでの٠をಁまえ、同題でಝ集を
ૌΞだ。今ߺでは、シンポジウム登壇者による招待ชにՅえ、初のࢾみとしてޮูにてಝ集ࡎܟช
をูった。そのほかにݬͽろ⼦⽣の௧ಝ集をಝพߚرช、また世界各地からの౦ߚの中から
。ช、そしてジェンダー研究の動向を⽰すॽชを༶しているߚ可となった౦ࡎܟてܨਜ਼な৻査をݭ
本ߺは 2020 年 7 ⽉にߨקされた。 

ชݛफ集・ࣁྋ理では、رଅਦॽ・ࣁྋのण⼊のほか、所研究者らのஸॽや、主催シンポジ
ウムやセミナーの関࿊ॽの߬⼊を進めた。また、ジェンダー研究所ཱི以来の事業ىのు⼦Կプロ
ジェクトもӀき続き実施されている。成後には、本学にお͜る⼥性学・ジェンダー研究のྼ࢛を⼀
できるようになる。昨年より開અした̡ ジェンダー研究 ಝrઅγイトでは、各ชへのࣟพ൬ ʤDOIʥߺ
を༫したことによってこれまでのࡎܟชへのΠクセスがさらに容易になったほか、౦ߚフΧームや
ࣧජ要ߴのࡎܟなど、̡ ジェンダー研究ʳへの౦ߚをݗ౾するԢู者に必要なๅが本γイトに集༁さ
れている。 

ऀ会߫ݛのでは、⼀ൢޮ開のセミナー・シンポジウム等開催による事業成果ऀ会ؒݫのほか、所
研究者は、ளೖ外国ޮؙやߨ機関、また⾮Ө利ରからのߪԍғབ等をۅ的にӀきण͜、またその
成果が新ซほかϟディΠに多数ࡎܟされるなどして、各々の研究成果のऀ会ؒݫにめている。 

［参照：本報告書107～112 頁 「学⾡成ᯝのⓎಙ」䚸113～116 頁 「ᩥ⊩㞟බ㛤䞉ྐ料㟁子䞉web Ⓨಙ」䚸117～119 頁 「♫㈉⊩」］ 

 

事業ᴫせ 

ᅜ㝿䝅ン䝫ジ䜴䝮➼䛾㛤ദ 

2020 年度は新型コロナ感染֨⼤のため、イϗントはオンラインでの開催を༪ٓなくされたが、主催国
際シンポジウム 2 ݇、主催 IGS セミナー10 ݇、主催 IGS 研究会 1 ݇を開催した。シンポジウムは、
ʰINTPART プロジェクト ʤɦόルウェーՌ学ٗढ़⼤学ジェンダー研究センνーと IGS による国際ڠ同研
究プロジェクトʥとʰAIT ワークショップ ʤɦジェンダー研究所とνイのΠジΠՌ⼤学Ӆ⼤学ʤAITʥ
との࿊携により実施している国際教育プログラムʥという、ジェンダー研究所がകってきた国際研究交
流の実をݱࣁとして開催したイϗントである。また IGS セミナーは、ಝ任ࢥߪ・ಝ任リγーοフェロ
ーらが、各ࣙのҮの研究成果と国際的なϋットワークを⽣かしてةժしたものである。 

όルウェーのジェンダーฑ等の༙りようの൹的ৄݗ、フィールドワークを主ରとする国際教育交流
のқٝ、⽣৫ึঁٗढ़ʤARTʥのྡজデーνのίΠのインフラストラクοϡーとしての活༽、ธ国移
؇理Ϫジーム下で࠸ฦされる移とそのՊଔのऀ会ۯ間、ڛ精⼦・ڛཝ⼦によるՊଔͰくりとドナ
ーリンΫング、ϲΟージωΠ・ウルフのフェミωθム、Պ事࿓ಉ者のディーセントな࿓ಉ֭ڧಚのた
めのインドϋシΠにお͜るՊ事࿓ಉ者のૌ৭Կ、ೖ本の⼤学で外国ਕの⼥性教ҽがݩܨするインνーセ
クショナルな題など、τーϜの⼀ལからは、ジェンダー研究の学際性が⾒て取れる。 

オンライン開催であったことから、国内外から例年をえる多数のࢂՅ者をܶえることができ、国内
外の研究ϋットワークの構とジェンダー研究のఴに߫ݛすることができた。 

［参照：本報告書 41～74 頁 「国㝿䝅ン䝫ジ䜴䝮䞉䝉䝭䝘ー」］ 

 
≉ูᣍ⪸ᩍᤵプロジェクト 

海外からஸ名な研究者を招聘することが主眼であるಝพ招聘教授プロジェクトは、新型コロナウイル
ス感染症の世界的な流ߨの影響によりం଼を༪ٓなくされた。年度中で教育的の海外招聘へのビδ
ڇはʰಝ段の事ʱ対েとなり⼊国ݸによる্ปはش؉されたが、パンデミック状況の継続は
招聘交মの難しさの要Ҿとなっている。 

［参照：本報告書 156 頁 資料ո「国立大学法人お茶の水女子大学≉ูᣍ⪸ᩍᤵ䛻㛵䛩䜛規則」 

お䜘䜃 75～77 頁 「≉ูᣍ⪸ᩍᤵプロジェクト」］ 

 

ᅜ㝿研究䝛䝑ト䝽ーク 

2020 年、IGS の研究者は、όルウェー、オーストリΠ、フランス、イάリス、ୈ、ؘ国、ߕߵ、イ
ンドϋシΠ、νイ、オーストラリΠ、Πϟリカ、カナダにあるܯ 26 もの教育研究機関の 30 名の研究者
らと研究交流およびڠ同研究をߨった。 

そして 2020 年度は、新型コロナ感染֨⼤のため、実࣯的に海外へのోߦが難しい中、オンラインを
同研究プロジェクトが実施された。まͥόルウェーリγーοカウンシルのڠ活༽し、以下の国際ݸ⼤࠹
国際ڠ同研究ঁ成ۜʤINTPARTʥのࡀにより 2019 年から開始された IGS とόルウェーՌ学ٗढ़⼤学
ʤNTNUʥジェンダー研究センνーとのڠ同研究プロジェクトでは、オンラインでの国際同シンポジ
ウムを開催し、また IGS および NTNU の研究者が Routlege からड़൝༩定のॽのڠ同ࣧජをするΠン
λロジープロジェクトも進ߨしている。IGS がνイのΠジΠՌ⼤学Ӆ⼤学ʤAITʥとすでに 19 年も継
続的に実施している国際教育交流プログラムʰAIT ワークショップʱは、2020 年度は新型コロナ感染֨
⼤の影響で実施できなかったが、ΠジΠの࣏世代ジェンダー研究者の成やϋットワーク構をめ͡し、
AIT と IGS の同オンラインシンポジウムを開催した。 

［参照：本報告書 79～100 頁 「国㝿研究䝛䝑ト䝽ーク」］ 
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